
  

様式第２号の１－②【⑴実務経験のある教員等による授業科目の配置】 
 
※専門学校は、この様式を用いること。大学・短期大学・高等専門学校は、様式第２号の１

－①を用いること。 
 

学校名 なら食と農の魅力創造国際大学校 
設置者名 奈良県 

 

 

１．「実務経験のある教員等による授業科目」の数 

課程名 学科名 

夜間･

通信

制の

場合 

実務経験のあ

る教員等によ

る授業科目の

単位数又は授

業時数 

省令で定める

基準単位数又

は授業時数 

配

置

困

難 

衛生専門課程 

フードクリエイ

ティブ学科 

夜 ・

通信 
１２２単位 ６単位  

 
夜 ・

通信 
   

農業専門課程 

アグリマネジメ

ント学科 

夜 ・

通信 
１１０単位 ６単位  

 
夜 ・

通信 
   

（備考） 

 

 

２．「実務経験のある教員等による授業科目」の一覧表の公表方法 
本校ホームページアドレス： 

https://www3.pref.nara.jp/nafic/secure/2747/p3-5（3_1履修科目と単位数（フード))

★.pdf（フードクリエイティブ学科） 

https://www3.pref.nara.jp/nafic/secure/2769/p6-7.pdf（アグリマネジメント学科） 

 

 

３．要件を満たすことが困難である学科 
学科名 

（困難である理由） 

 

  



  

様式第２号の２－②【⑵-②外部の意見を反映することができる組織への外部人

材の複数配置】 
 
※ 様式第 2号の２－①に掲げる法人以外の設置者（公益財団法人、公益社団法人、医療法

人、社会福祉法人、独立行政法人、個人等）は、この様式を用いること。 
 

学校名 なら食と農の魅力創造国際大学校 

設置者名 奈良県 

 

 

１．大学等の教育について外部人材の意見を反映することができる組織 
名称 なら食と農の魅力創造国際大学校学校関係者評価委員会 

役割 

 

学校教育法第１３３条及び同法施行規則第１８９条に規定する本校の自己

評価委員会が行う自己評価結果について、学校外の関係者による評価を行

い、自己評価結果の客観性・透明性を高める。また、本校と密接に関係する

者の理解促進や連携協力による学校運営の改善を図る。 

 

 

 

２．外部人材である構成員の一覧表 
前職又は現職 任期 備考（学校と関連する経歴等） 

奈良県立磯城野高等学校 

校長 

2022.11.17 ～

2023.11.17 
連携事業に関する協定締結校 

奈良県指導農業士会 会長 
2022.11.17 ～

2023.11.17 
関係業界等関係者 

一般社団法人国際観光日本

レストラン協会 奈良支部

長 

2022.11.17 ～

2023.11.17 
関係業界等関係者 

豊農会 会長 
2022.11.17 ～

2023.11.17 
卒業生 

奈良県食と農の振興部 

豊かな食と農の振興課 課

長 

2022.11.17 ～

2023.11.17 
主管課 

（備考） 

委員５名。 

上記委員については、外部人材の意見を取り入れる組織の委員と兼務するものとする。 

  



  

様式第２号の３【⑶厳格かつ適正な成績管理の実施及び公表】 

 

学校名 なら食と農の魅力創造国際大学校 

設置者名 奈良県 

 

 

○厳格かつ適正な成績管理の実施及び公表の概要 

１．授業科目について、授業の方法及び内容、到達目標、成績評価の方法

や基準その他の事項を記載した授業計画書(シラバス)を作成し、公表し

ていること。 
（授業計画書の作成・公表に係る取組の概要） 

シラバス作成における検討を複数回実施している。 

３月中旬までに作成し、教育計画に記載している。また、４月上旬に本校ホームペー

ジにて公表を行っている。 

授業計画書の公表方法 教育計画及び本校ホームページにて公表 

２．学修意欲の把握、試験やレポートなどの適切な方法により、学修成果

を厳格かつ適正に評価して単位を与え、又は、履修を認定していること。 
（授業科目の学修成果の評価に係る取組の概要） 

・成績評価の方法 

   成績評価は、科目ごとに原則として次に定める方法により採点する。 

① 評価は、出席及び試験により行うものとし、採点は、出席点 50点、試験点

または内容点 50点、合計 100点満点とする。ただし、授業時間数及びコマ

数を定めない科目は、試験点または内容点のみで評価する。 

② 合計点が 60点以上を合格とする。ただし、受講態度等を評価に加味する必

要がある場合は、合計点に加減点して評価する。 

③ 出席点は、当該科目の全コマ数のうち出席したコマ数の割合で評価する。た

だし、「講義」、「演習」及び「講義／演習」は全コマ数の１／２、「実

習」は全コマ数の１／５、「講義／実習」は全コマ数の７／２０を超えて正

当な理由なく欠席した場合は不合格とする。 

④ 試験点は、原則として筆記試験の成績によるものとする。ただし、レポート

提出や成果発表等、筆記試験以外の方法による評価が適当であると担当者が

判断した場合は、その限りでない。 

⑤ 筆記試験中、不正行為のあった者は直ちに退場を命じ、当該科目は不合格と

する。 

⑥ 内容点は、授業内容の理解度や習熟度及び授業に対する取組み姿勢等を評価

する。 

 

・成績認定会議 

① 進級及び卒業にかかる成績評価及び判定を行うため、各学科に成績認定会議

（以下、「認定会議」という。）を設置する。 

② 認定会議は、副校長、各学科長、担当係長で構成する。 

③ 副校長は、認定会議を開催し、成績評価を決定し、成績評価の結果をもとに

進級及び卒業を決定する。 

 

３．成績評価において、ＧＰＡ等の客観的な指標を設定し、公表するとと

もに、成績の分布状況の把握をはじめ、適切に実施していること。 



  

（客観的な指標の設定・公表及び成績評価の適切な実施に係る取組の概要） 

・成績評価の表示 

 ① 成績評価の結果は、採点結果をもとに次の基準により、「秀」、「優」、

「良」、「可」及び「不可」の表示とする。 

    ９０点以上        「秀」 

  ８０点以上～９０点未満  「優」 

  ７０点以上～８０点未満  「良」 

  ６０点以上～７０点未満  「可」 

  ６０点未満        「不可］ 

② 「秀」、「優」、「良」及び「可」は合格、「不可」は不合格とする。 

③成績評価の結果は、学生の表彰等の審査に用いるため、学年ごとにＧＰＡ 

（Grade Point Average）成績評価方法により成績評価値を算出する。 

成績評価方法 成績評価値＝各科目の（単位数×ポイント）の合計÷総単位数 

成績評価のポイント 秀：４、優：３、良：２、可：１、不可：０ 

客観的な指標の 

算出方法の公表方法 
教育計画にて公表。入手方法は、電話もしくは来校

での受付。 

４．卒業の認定に関する方針を定め、公表するとともに、適切に実施して

いること。 



  

（卒業の認定方針の策定・公表・適切な実施に係る取組の概要） 

「なら食と農の魅力創造国際大学校成績評価規程」において卒業の認定方針等を

策定している。 

適切な実施に係る取組として、進級及び卒業の基準は次のとおり。 

① 進級及び卒業には、下表に定める単位数を修得しなければならない。 

② １年次で進級に必要な単位数を修得できない学生は、原級留置となり、１年

次の全科目を受講するものとし、履修済みの科目であっても受講しなければ

ならない。ただし、全科目の成績評価は、再度、受講した成績評価を優先す

るものとする。 

③ ２年次で卒業に必要な単位数を修得できない学生は、原級留置となり、２年

次の全科目を受講するものとし、履修済みの科目であっても受講しなければ

ならない。ただし、全科目の成績評価は、再度、受講した成績評価を優先す

るものとする。 

④ やむを得ない理由により進級または卒業できない学生は、認定会議の同意を

得て同会議の指定する方法で、卒業または修了に必要な単位数の再評価を受

けることができる。ただし、再評価の成績は６０点を上限とする。 

⑤ 在学年数は４年を限度とし、同一学年に２年を超えて在学することはできな 

い。 

 

（下表） 

    フードクリエイティブ学科 

進級 

（令和５年度１年次） 

卒業 

（令和５年度２年次） 

必要単位数 

(総単位数) 

必要単位数 

(総単位数) 

６３ 

（７０） 

４７ 

（５２） 

 

アグリマネジメント学科 

進級 

（令和５年度１年次） 

卒業 

（令和５年度２年次） 

必要単位数 

(総単位数) 

必要単位数 

(総単位数) 

５４ 

（５９） 

４６ 

（５１） 
 

卒業の認定に関する 

方針の公表方法 
教育計画にて公表。入手方法は、電話もしくは来校

での受付。 
 

  



  

様式第２号の４－②【⑷財務・経営情報の公表（専門学校）】 
 
※専門学校は、この様式を用いること。大学・短期大学・高等専門学校は、様式第２号の４

－①を用いること。 
学校名 なら食と農の魅力創造国際大学校 

設置者名 奈良県 

 

１．財務諸表等 
財務諸表等 公表方法 

貸借対照表 － 

収支計算書又は損益計算書 － 

財産目録 － 

事業報告書 － 

監事による監査報告（書） － 
 

２．教育活動に係る情報 

①学科等の情報 
 

分野 課程名 学科名 専門士 高度専門士 

衛生 衛生専門課程 
フードクリエイティ

ブ学科 
〇  

修業 

年限 
昼夜 

全課程の修了に必要な総

授業時数又は総単位数 

開設している授業の種類 

講義 演習 実習 実験 実技 

２年 

 

 

昼 

 

１２２単位 
２９単位 ２７単位 ６６単位   

単位時間／単位 

生徒総定員数 生徒実員 うち留学生数 専任教員数 兼任教員数 総教員数 

４０人 ３１人 ０人 １５人 ８人 ２３人 

 

分野 課程名 学科名 専門士 高度専門士 

農業 
農業専門課

程 

アグリマネジメント

学科 
〇  

修業 

年限 昼夜 
全課程の修了に必要な

総授業時数又は総単位

数 

開設している授業の種類 

講義 演習 実習 実験 実技 

２年 

 

 

昼 
 

１１０単位 

３８単位 １３単位 ５９単位        

単位時間／単位 

生徒総定員数 生徒実員 
うち留学生

数 
専任教員数 兼任教員数 総教員数 

４０人 ３８人 ０人 １０人 ３人 １３人 

 

 

 

 

 

 



  

カリキュラム（授業方法及び内容、年間の授業計画） 

（概要）様式第２号の３より再掲 

シラバス作成における検討を複数回実施している。 

３月中旬までに作成し、教育計画に記載。また、４月上旬に本校ホームページにて公

表を行っている。 

成績評価の基準・方法 

（概要）様式第２号の３より再掲 

・成績評価の方法 

   成績評価は、科目ごとに原則として次に定める方法により採点する。 

① 評価は、出席及び試験により行うものとし、採点は、出席点 50点、試験点

または内容点 50点、合計 100点満点とする。ただし、授業時間数及びコマ

数を定めない科目は、試験点または内容点のみで評価する。 

② 合計点が 60点以上を合格とする。ただし、受講態度等を評価に加味する必

要がある場合は、合計点に加減点して評価する。 

③ 出席点は、当該科目の全コマ数のうち出席したコマ数の割合で評価する。

ただし、「講義」、「演習」及び「講義／演習」は全コマ数の１／２、

「実習」は全コマ数の１／５、「講義／実習」は全コマ数の７／２０を超

えて正当な理由なく欠席した場合は不合格とする。 

④ 試験点は、原則として筆記試験の成績によるものとする。ただし、レポー

ト提出や成果発表等、筆記試験以外の方法による評価が適当であると担当

者が判断した場合は、その限りでない。 

⑤ 筆記試験中、不正行為のあった者は直ちに退場を命じ、当該科目は不合格

とする。 

⑥ 内容点は、授業内容の理解度や習熟度及び授業に対する取組み姿勢等を評価

する。 

 

・成績認定会議 

① 進級及び卒業にかかる成績評価及び判定を行うため、各学科に成績認定会

議（以下、「認定会議」という。）を設置する。 

②  認定会議は、副校長、各学科長、担当係長で構成する。 

③  副校長は、認定会議を開催し、成績評価を決定し、成績評価の結果をもと

に進級及び卒業を決定する。 

 

卒業・進級の認定基準 

（概要）様式第２号の３より再掲 

「なら食と農の魅力創造国際大学校成績評価規程」において卒業の認定方針等を

策定している。 

適切な実施に係る取組として、進級及び卒業の基準は次のとおり。 

① 進級及び卒業には、下表に定める単位数を修得しなければならない。 

② １年次で進級に必要な単位数を修得できない学生は、原級留置となり、１

年次の全科目を受講するものとし、履修済みの科目であっても受講しなけ

ればならない。ただし、全科目の成績評価は、再度、受講した成績評価を

優先するものとする。 

③ ２年次で卒業に必要な単位数を修得できない学生は、原級留置となり、２

年次の全科目を受講するものとし、履修済みの科目であっても受講しなけ

ればならない。ただし、全科目の成績評価は、再度、受講した成績評価を

優先するものとする。 

 

 



  

④ やむを得ない理由により進級または卒業できない学生は、認定会議の同意

を得て同会議の指定する方法で、卒業または修了に必要な単位数の再評価

を受けることができる。ただし、再評価の成績は６０点を上限とする。 

⑤ 在学年数は４年を限度とし、同一学年に２年を超えて在学することはできな 

い。 

 

（下表） 

    フードクリエイティブ学科 

進級 

（令和５年度１年次） 

卒業 

（令和５年度２年次） 

必要単位数 

(総単位数) 

必要単位数 

(総単位数) 

６３ 

（７０） 

４７ 

（５２） 

 

アグリマネジメント学科 

進級 

（令和５年度１年次） 

卒業 

（令和５年度２年次） 

必要単位数 

(総単位数) 

必要単位数 

(総単位数) 

５４ 

（５９） 

４６ 

（５１） 
 

学修支援等 

（概要） 

専攻担当職員等による個人面談等の実施により学習、進路等相談に応じている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



  

 

卒業者数、進学者数、就職者数（直近の年度の状況を記載） 

 令和４年度 

卒業者数 進学者数 
就職者数 

（自営業を含む。） 
その他 

 １５人 

（100％） 

人 

（  ％） 

１２人 

（80％） 

３人 

（20％） 

（主な就職、業界等） 

レストラン・ホテルなど飲食サービス業への就職 

（就職指導内容） 

進路に応じたカリキュラム構成（開業・就職別） 

 開業・就職支援活動（面談による個別指導・資格取得支援） 

（主な学修成果（資格・検定等）） 

 食品衛生責任者、防火管理者、サービス接遇実務検定、レストランサービス技能検定 

（備考）（任意記載事項） 

フードクリエイティブ学科 

 

卒業者数、進学者数、就職者数（直近の年度の状況を記載） 

 令和４年度 

卒業者数 進学者数 
就職者数 

（自営業を含む。） 
その他 

 １６人 

（100％） 

１人 

（6.2％） 

１５人 

（93.8％） 

０人 

（0％） 

（主な就職、業界等） 

 親元就農、新規就農、農業法人等への雇用就農、農業関連企業（農業機械、種苗等）、

ＪＡ等農業関連団体 等 

（就職指導内容） 

○就農に向けた支援 

 親元・新規就農については、関係機関とも連携し就農計画作成を指導している。

雇用就農については、農業法人協会とも連携しマッチングを行っている。 

 ○就職に向けた支援 

   キャリアコンサルタント等による就職基礎講座や農業関連企業ガイダンス等を実

施することにより、早期に就職活動を開始できるように支援している。 

（主な学修成果（資格・検定等）） 

 大型特殊免許（農耕者限定）、フォークリフト運転技能講習、小型車両系建設機械特

別教育（３ｔ未満）、危険物取扱者、日本農業技術検定、農業簿記検定  等 

（備考）（任意記載事項） 

 アグリマネジメント学科 

 

 

 

 

 

 

 



  

中途退学の現状（フードクリエイティブ学科） 

令和４年度当初在学者数 年度の途中における退学者の数 中退率 

  ２７人 １人  ３．７％ 

（中途退学の主な理由） 

飲食サービス業とは別の進路への変更 

（中退防止・中退者支援のための取組） 

定期的な面談の他、状況に応じた個別面談を実施している。 

 
中途退学の現状（アグリマネジメント学科） 

令和４年度当初在学者数 年度の途中における退学者の数 中退率 

  ３９人 ４人  １０．３％ 

（中途退学の主な理由） 

 自己都合による。 

（中退防止・中退者支援のための取組） 

 定期的な面談の他、状況に応じて個別面談を実施している。 

 

 

  



  

②学校単位の情報 

ａ）「生徒納付金」等 

学科名 入学金 
授業料 

（年間） 
その他 備考（任意記載事項） 

フードク

リエイテ

ィブ学科 

282,000円 535,800円 400,000円  

アグリマ

ネジメン

ト学科 

5,650円 118,800円 130,000円  

   円 円 円  

   円 円 円  

修学支援（任意記載事項） 

 

 

 

 

 

ｂ）学校評価 
自己評価結果の公表方法 

（ホームページアドレス又は刊行物等の名称及び入手方法） 

本校ホームページアドレス： 

https://www3.pref.nara.jp/nafic/secure/3733/r4hyouka.pdf 

学校関係者評価の基本方針（実施方法・体制） 

 本校教職員以外の関係者により組織した、なら食と農の魅力創造国際大学校学校関

係者評価委員会を置く。 

 学校教育法第１３３条及び同法施行規則第１８９条に規定する本校の自己評価委員会が

行う自己評価結果について、学校外の関係者による評価を行う。評価における重点目標

は、情報発信等による入学生の募集活動、学生教育の充実、開業・就農・就職支援の強

化及び県内従事者への支援とする。関係者評価委員は、教育に関し知見を有する者（１

名）、関係業界等関係者（２名）、卒業生（１名）及びその他副校長が必要と認める者

（１名）の区分から副校長が委嘱する。教職員は、学校関係者評価の結果を活用し、教

育活動及び学校運営等の質の保証と向上に継続的に努める。 

学校関係者評価の委員 

所属 任期 種別 

奈良県立磯城野高等学校 2022.11.17 ～

2023.11.17 

高等学校 

奈良県指導農業士会 2022.11.17 ～

2023.11.17 

関係団体 

一般社団法人国際観光日本レスト

ラン協会 奈良支部 

2022.11.17 ～

2023.11.17 

関係団体 

豊農会 2022.11.17 ～

2023.11.17 

卒業生 

奈良県食と農の振興部 

豊かな食と農の振興課 

2022.11.17 ～

2023.11.17 

行政機関（主管課） 



  

学校関係者評価結果の公表方法 

（ホームページアドレス又は刊行物等の名称及び入手方法） 

本校ホームページアドレス： 

https://www3.pref.nara.jp/nafic/secure/3733/r4hyouka.pdf 

 

第三者による学校評価（任意記載事項） 

 

 

ｃ）当該学校に係る情報 
（ホームページアドレス又は刊行物等の名称及び入手方法） 

本校ホームページアドレス：https://www3.pref.nara.jp/nafic/ 

 


